


基本方針１　情報格差のない暮らしの実現

目指す姿１

◯使いたい・使えない人をサポート

◯地域の困りごとをデジタル技術で解決

◯デジタル技術で社会参画をサポート　など

主な取組み事例

◯都市ＯＳ（データ連携基盤等）の活用

◯最新のテクノロジーに触れる場をつくる

◯オープンイノベーションを通じた

　 新規事業の創出支援　など

主な取組み事例

2030年の目指す姿と基本方針
デジタル化の進展にともなう社会変容に的確に対応し、長崎のまちづくりをデジタル化の側面から支えることで、

どのようなまちにしたいのか、2030年の長崎市の目指す姿を描き、

実現に向けた基本方針を定めました。計画期間：令和４（2022）年度～令和12（2030）年度

　誰もが自分らしく豊かな生活を送れるまちを目指し、インターネット等のデジタル

技術を利用できる人とそうでない人との間に情報格差（デジタル・ディバイド）が生じ

ないよう、誰一人取り残さない、人にやさしいデジタル化を推進します。

基本方針３　活躍の機会を創出

　様々なデータを活用できる場を提供すると

ともに、企業や大学をつなぎ、多様な活躍の機

会も創出することで、志を持った誰もが失敗

を恐れずに挑戦できる環境をつくります。

◯子どもたち一人ひとりに応じた個別

　 最適な学習の実現

◯GIGAスクール構想の環境整備

◯実践的な学びの場の創出　など

主な取組み事例

基本方針４　変化に対応できる人材の育成

　次代を担う若者や子どもたちが、変化が激し

く、先行きが見通せない不確実な社会を生きる

力を身に付けるとともに、その能力を伸ばし、いか

んなく発揮できるよう、学びと成長を支えます。

基本方針２　暮らしを支える基盤の最適化

◯地場企業のＤＸ推進・生産性の向上

◯離島における遠隔診療

◯母子保健サービスのデジタル化　など

主な取組み事例

　様々なヒト・モノ・コトを、デジタル技術でつなげることで、利便性や生産性を向上さ

せ、生活を支える都市機能を最適化し、持続可能なまちを構築します。

基本方針５　まちの魅力向上

◯県外企業のサテライトオフィス設置支援

◯DMOによるデジタルマーケティングや

　 情報収集・発信等の取組み

◯観光AIチャットボットの導入　など

主な取組み事例

　デジタル技術により、まちの魅力を磨き上げるとともに、これまでにない体験や

楽しさ、過ごしやすさを提供し、国内外の人から選ばれるまちにします。

基本方針６　スマート市役所への変革

◯行政手続きのオンライン化の推進

◯情報システムの標準化・共通化

◯窓口業務の変革

◯契約事務のデジタル化　など

主な取組み事例

　まちの基盤となる市役所が自ら挑戦し、一人ひとりにあった利用しやすい行政

サービスを提供するスマート市役所に変革し、職員でないとできない仕事を充実

させていきます。

デジタル技術で人と人

とがつながり、自分ら

しくいられるまち

目指す姿３

データの活用により、

新たな産業・サービス

が生まれるまち

目指す姿４

次代を担う若者たちが

国内外を舞台に活躍

するまち

目指す姿５

デジタル技術で新たな

楽しみ方を創出し、人

をひきつけているまち

目指す姿２

デジタル技術が生活に

溶け込み、便利で暮ら

しやすいまち

目指す姿６

行政ＤＸにより、質の高

い市民サービスが提

供されるまち
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デジタル

交 流
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